
 

  

 

 

ペインクリニックは多種多様な痛みの治療相談に応じる外来です。特に難治性とされる

神経そのものの損傷や機能異常で起こる痛みに対しての相談に力を入れています。最近は

多くの種類の鎮痛薬が開発され治療成績も向上しつつあります。当外来では患者さまと粘

り強く治療を進めていくことを心がけています。 

近年、痛みの治療において漢方薬の効果も確認され、当外来においても積極的に応用し、

確かな治療成績を認めています。 

 

【担当医】 

藤原義樹（日本麻酔科学会 麻酔科認定指導医） 

 

【対象とする疾患】 

帯状疱疹後神経痛 

三叉神経痛 

腰痛 

偏頭痛 

難治性の腰痛 

線維筋痛症など 

 

【診察日時】 

毎週 月曜日、水曜日、金曜日（午前 11時まで受付） 

 

【診療実績】 

令和 2年は新患数 87名でした。 

主な疾患としては、帯状疱疹後神経痛 51例、三叉神経痛 4例、舌咽神経痛 2例、群発頭

痛を含む頭痛、顔面痛 4 例などです。新型コロナウイルス感染症の影響で紹介数、受診数

ともに前年を下回りました。広報誌には取り上げられていませんが、インターネット等の

情報から地道に紹介は継続されていて、市内での希少な専門性を発揮しているといえます。 

疼痛管理のための内服薬の効能が向上しており、昨年は当科において外来における侵襲

的ブロックは行われませんでした。 

 

【主な疾患とその症状】 

帯状疱疹後神経痛： 

帯状疱疹は水疱ができて皮膚科で治療を開始しますが、それが治癒した後も、その部

分にピリピリと走る痛みが続く場合をいいます。通常の“鎮痛薬”は無効なことが多く、

特殊な薬剤が必要です。 

 

ペインクリニック内科（疼痛外来） 



頭痛： 

頭痛には痛み方によりいくつかの診断があります。ドクドクと拍動するのは偏頭痛、

目の周りがえぐられるように痛むのは群発頭痛、頭全体が締め付けられるように痛むの

は緊張性頭痛、などです。脳の検査で異常がなく、たびたびの頭痛が起こる場合は、詳

しく問診して適切な処方でよくなることが多いです。 

 

三叉神経痛： 

世間で言うところの“顔面神経痛”のことです。目の周り、鼻の横、顎などに食事、歯

磨き、ひげそりなどで誘発されるピリピリと電気が走るような痛みのことです。脳の検査

も必要ですが、異常がなくて起こる方が多いです。 

 

線維筋痛症： 

原因不明の長引く全身痛です。あらゆる検査をしても“原因不明”の場合、その可能性が

あります。慢性化しているためうつ状態が加味されていることも多いです。通常の痛み止

めはなかなか効果がありません。 


